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要 旨

本研究の目的は、闘病生活を送る肝がん患者の語りから、家族に期待する支援を明らかにし、

看護介入について考察することである。方法は、 型肝炎から肝がんに移行した患者 名を対象

にした、半構成的面接による質的研究である。内容分析の結果、患者が家族に求める支援として

【度重なる外来治療・短期入院に対する日常生活支援】【家族の一員である安心感】【肝がんとい

う病気、治療の苦痛に対する精神的支援】【家族の中での自己役割の認識】【家族の中での生きが

い】の つのカテゴリーが導き出された。肝がん患者は、家族に対して身体的側面とともに、多

くの精神的側面の支援を求めていることが明らかになった。肝がん患者が、家族に期待する支援

は、相互に関連しており、患者自身の状況に合わせた支援の必要性が考察された。臨床看護師は、

家族の関係性に早期から視点を置き、今後起こりうる患者への支援の問題に対して、検討し、ど

のように対応するかを患者・家族で考えておくことの重要性が示唆された。
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【緒 言】

肝がんは、 年頃を境にして、著しい増

加がみられ、死亡者数も増加してきた。現在

年間 万人を越える死亡数であり、全体的に

みるとがん死亡では第 位となっている。そ

の原因は 感染者の高齢化と肝がん好発

年齢の重なりが原因であるといわれており、

さらに向こう約 年間はこの増加が続くこと

が予想されている ）。そして、肝炎に感染し

て平均 年前後で発がんが発見されること、

感染に基づく慢性肝疾患の半数以上が

将来的に肝がんになることも明らかになって

いる ）。よって、肝がん患者（以降 患者

という。）は感染が明らかになった時点から

継続した治療が必要となってくる。永松は、

肝がん患者の闘病継続力について、 身体状

態を確認できる手段を複数持つことが、継続

力に影響を及ぼすことが推測された。患者は

客観的に身体状態を確認できる受診機会を逃

さないように家庭や仕事との調整を図り、情

報を収集していることが考えられ、これが療

養行動や闘病継続力の高まりにつながったと

推察する ） と述べている。 型肝炎由来の

がん患者の各病期に辿った心理と療養行動に

おいて、平松は、各病期において 家族に感

謝 というテーマが抽出されていることを明

らかにしており、自分らしい生き方とは、診

断以降ずっと支えてくれた家族との暮らしを

優先した生活をおくることであったと述べて

いる ）。また松田は、肝がん患者の日常につ

いて 家族の支えや資源の活用で在宅の療養

を続ける現状がある ） ことを示している。

これらのことから、患者が長期治療継続を必

要とする闘病生活を送るうえで、家族の存在

は大きく、家族による支援が重要であること

がわかる。しかし、これらの先行文献は、家

族に視点を充てた調査結果から得られたもの

ではない。そして、具体的に患者が家族に抱

いている思いや家族から受けている支援につ

いては言及されていない。本研究の目的は、

肝炎発症から長期経過を辿ることが多い肝が

ん患者が、家族に求めている支援を知ること

により、短期間の入院生活の中で患者・家族

が求めている看護介入を考察することであ

る。

【用語の定義】

．肝がん患者 型肝炎から肝がんに移行

し、肝炎発症から 年以上経過している患

者

．闘病生活 外来または短期入院で肝がん

治療を継続的に行いながら、日常生活を

送っている状態

．家族 研究対象患者が家族とみなした患

者本人を含む 人またはそれ以上の同居し

ている人々。または同じ県内に在住する

人々とし、同居者は 歳以上の者とする。

．支援 患者が闘病生活を送るうえで家族

に望むこと
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【研究方法】

．対象者の条件

） 型肝炎から肝がんに移行し、肝炎発

症から 年以上経過している者、 ）肝がん

の告知を受けている者、 ）本調査時に、外

来通院または入院している者、 ）コミュニ

ケーションがとれる者

）上記の ） ）を満たし、患者本人

より研究参加の承諾が得られた者とする

．調査方法

）データ収集期間 平成 年 月

）調査の内容と方法

半構成的面接により、データ収集を

行った。内容は、病気に対する思い、療

養生活を送るうえで気をつけていること

について振り返ってもらい、闘病生活で

家族に支えてもらっていると感じている

体験や考え、その意味について尋ねた。

インタビューは承諾を得て、 レコー

ダーに録音し、逐語録をとった。面接の

時間は平均 分であった。

．分析方法

逐語録を何度も精読し、研究対象患者が、

闘病生活で家族に支えてもらっていると

感じていることについての語りの意味内

容に着目して文脈を損なわないように抽

出した。

で抽出した部分を意味内容を損なわな

いようにし、コードとした。

コード化したものを類似性・相違性に着

目して比較検討し、サブカテゴリー、さ

らに上位のカテゴリーに分類した。

分析結果については質的研究者で検討を重

ね、信頼性・妥当性の確保に努めた。

．倫理的配慮

高知大学医学部倫理委員会の承認を得た。

研究協力依頼時には、文書を用いて口頭で研

究の目的、協力の内容、研究参加の自由意志・

途中辞退の自由、プライバシーの保護、個人

情報守秘の厳守、研究論文公表の可能性等に

ついて説明し、同意が得られた患者とした。

また、研究対象者の氏名はコード化し、得ら

れた情報は研究者が厳重に管理した。

【結 果】

．対象者の概要（表 ）

本研究の対象者は 名で男性 名、女性

名であった。平均年齢は、 歳で、平均闘

病期間は 年であった。

．肝がん患者が語る闘病生活に対する家族

の支援（表 ）

分析の結果、 つのカテゴリーが抽出され

た。（以下、【 】はカテゴリー、《 》はサ

ブカテゴリー、 はローデータの要約を

示す。）

肝がん患者が語る闘病生活に対する家族の支援（安川・藤田）

表 対象者の背景

ケース 性別 年 齢
発症時期

（ 肝炎 肝がん）
闘病期間 同居家族

女性 歳代後半 年 年 約 年 次女
男性 歳代前半 年 年 約 年 妻、敷地内に娘夫婦
女性 歳代前半 年 年 約 年 夫、県内に娘夫婦
男性 歳代前半 ・ 同時期 年 約 年 妻、次女
女性 歳代後半 年 年 約 年 敷地内に息子夫婦



）【度重なる外来治療・短期入院に対す

る日常生活支援】

このカテゴリーは、患者が治療に専念

できるための調整、生きていくうえで必

要不可欠なこと、社会的な面において家

族から受けている日常生活の支援をあら

わしている。サブカテゴリーは、《身体的、

精神的それぞれの状況に合わせて頼める

家族がいる》《すぐに支援を依頼するこ

とができる環境にある》《自分のこだわ

りや生活様式に合わせて支援をしてくれ

る》《安心して治療に専念できるような

環境にしてくれる》《病院の送迎をして

もらっている》《家事は全てしてくれて

いる》《仕事の手伝いをしてくれる》《食

事を作ってくれる》から構成された。一

番頼りにしているのは妻であるが、高齢

であるため、同じ敷地内にいる娘を頼り

にしているところも大きい 娘は細か

いところも短時間でしてくれるので助か
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表 肝がん患者が語る闘病生活に対する家族の支援

カテゴリー サブカテゴリー

度重なる外来治療・短
期入院に対する日常生
活支援

身体的、精神的それぞれの状況に合わせて頼める家族がいる
すぐに支援を依頼することができる環境にある
自分のこだわりや生活様式に合わせて支援をしてくれる
安心して治療に専念できるような環境にしてくれる
病院の送迎をしてもらっている
家事は全てしてくれている
仕事の手伝いをしてくれる
食事を作ってくれる

家族の一員である安心感

家族の存在そのものをありがたく感じる
見守ってくれている安心感
定期的に電話をかけてきてくれる
定期的に訪問してくれる
家庭円満であると感じる
家族と過ごす時間を大事にしてくれる

肝がんという病気、治
療の苦痛に対する精神
的支援

直接的な言葉での励まし
苦痛を口に出さなくても理解してくれている
治療の副作用を熟知している
他の病気への気遣いをしてくれる
励ましに答えることのできない苦痛

家族の中での自己役割
の認識

自己管理能力の認識
理想とする役割と実際の役割
配偶者としての役割
両親としての役割

家族の中での生きがい

新しい家族の誕生への期待
子供の昇進
孫の進路状況
孫の成長



る などの語りから、患者は状況に応じ

て頼りにしている家族が違うことがわ

かった。そして、 入院中の毎日の着が

えたものをロッカーに入れておくのが嫌

なため、娘が仕事を終わったあとにこま

めに持ってきてもらっている 気をつ

けないといけないことは家族に注文し

て、その通りしてもらっている という

語りなどから家族は患者の行動様式に合

わせて支援していることがわかった。

）【家族の一員である安心感】

このカテゴリーは、患者が現在家族に

希望していることではなく、無条件に家

族がいることを幸せに感じていたり、家

族が長期闘病生活を支える安心感となっ

ていることをあらわしている。サブカテ

ゴリーは、《家族の存在そのものをあり

がたく感じる》《見守ってくれている安

心感》《定期的に電話をかけてきてくれ

る》《定期的に訪問してくれる》《家庭円

満であると感じる》《家族と過ごす時間

を大事にしてくれる》から構成された。

受診前には電話をかけてきてくれる

孫が入院時を避けて帰省してくれる

夫が亡くなってから、定期的に家族が

会いに来てくれる 欲しいもの食べた

いものはないが、家族といることが一番

幸せである などの語りがあった。これ

は、家族が、患者の支援依頼時以外にも、

電話や訪問をしてくれていたり、患者の

長期闘病生活の中での、継続的な日常の

家族との関わりを表していた。また、得

られた内容は必ずしも同居している家族

に対してのものだけではないことがわ

かった。

）【肝がんという病気、治療の苦痛に対

する精神的支援】

このカテゴリーは、患者にとって、肝

がん・肝がん治療の特徴から生じる身体

的・精神的苦痛に対して家族がかけてく

れる言葉や気づかい、また苦痛を言わな

くても家族が理解してくれていると感じ

ることが、精神的支援となっていること

をあらわしている。サブカテゴリーは、

《直接的な言葉での励まし》《苦痛を口

に出さなくても理解してくれている》《治

療の副作用を熟知している》《他の病気

への気遣いをしてくれる》《励ましに答

えることのできない苦痛》から構成され

た。 同じ年齢の人より元気である 治

療できているのだから、元気なうちは気

を確かに持ってがんばるように言ってく

れる ずっと横になっていても何も言

わない からだがしんどいと言うと無

理なことは言ってこない 腰が悪いの

を知っていて、外食をするときに座イス

を家族が持ってきてくれていた などの

語りがあった。また、 夫が食事をすす

めてくれるが待ってというのが精一杯

だった 励ましてくれるが、体が辛く

て涙が出るぐらい食事が嫌だった とい

う励ましをしてくれるが、そのことに応

えられない苦痛を感じる体験もあった。

）【家族の中での自己役割】

このカテゴリーは、患者が療養生活の

中で、家族の中における自分の役割を再

認識したり、役割行動をとっていること

をあらわしている。サブカテゴリーは、

《自己管理能力の認識》《理想の役割と

実際の役割》《配偶者としての役割》《両

親としての役割》から構成された。これ

は、 体調管理は自分でできている 戦

争を体験しているから働くことに苦痛を

感じない。むしろ癖がついているため、

ボケ防止にとっても身体を動かすことは

肝がん患者が語る闘病生活に対する家族の支援（安川・藤田）



よい といった自分ができること、した

いことを認識したり、 自分で掃除はで

きるが、尻もちをついたり、横腹をつい

たり、腰をついたりして歩けなくなった

ら困るから自分でしないように言われて

いる 家族に気の毒と思うが、自分で

して迷惑を余計にかけてしまうので、通

り越してお願いしますと言って頼んでい

る という語りから、現在の自分の役割

を理解し、行動をとっていることがわ

かった。また、 自分自身が夫を頼って

いるのではなく、夫が自分を頼りにして

いると思う 妻がいるので家事は何も

していない という配偶者としての役割、

私は病気であるが、今のところ手はか

かってないから心配しなくていいから舅

のところに行くように言っている とい

う語りから、患者本人の親としての役割

についても示された。

）【家族の中での生きがい】

このカテゴリーは、患者が治療を前向

きに継続していくための生きがいが必要

であることをあらわしている。サブカテ

ゴリーは、《新しい家族の誕生への期待》

《子供の昇進》《孫の進路状況》《孫の成

長》から構成された。患者は、闘病生活

をおくるうえで、新しい家族の誕生を生

きがいとしていたり、成人期 老年期に

ある子供たちの出世や昇進が楽しみで

あったり、孫の成長を感じたり、孫がい

い学校に進学してくれたのがうれしいと

いう、子供・孫の成長発達などが家族の

中での患者自身の生きがいとなっている

内容が語られた。

【考 察】

．肝がん患者が語る闘病生活に対する家族

の支援

本研究は、肝がんで闘病生活を送る患者が、

家族に求める支援として つのカテゴリーが

導出され、患者は家族に対して、身体的側面

の支援よりも精神的側面の支援の内容を多く

語っていた。面接では、現在の患者の闘病生

活の話が中心であり、肝炎の時期の闘病生活

についての発言はほとんど見られなかった。

その理由は、肝炎の時期は、インターフェロ

ンや肝庇護剤の注射による定期的な治療を受

けながらも、病気そのものの自覚症状が少な

く、日常生活は自立していたこと、まだ肝が

んには進行していないという一抹の安心感が

あったからかも知れない。そして、研究対象

患者は、肝炎治療期間は約 年であり、肝が

んの発症は平均 歳であった。肝がんの治

療では、肝動脈塞栓術、経皮的エタノール注

入療法、ラジオ波焼却療法などの身体的侵襲

が必要な治療を、定期的に短期入院して受け

なければならず、病状に合わせて治療回数も

増える。患者は、身体的苦痛と同時に、加齢

による体力の衰えも重なることから、特に身

体的側面の支援を家族に期待しているのでは

ないかと研究者らは予測していた。しかし、

実際の語りの内容は、【家族の一員である安

心感】【肝がんという病気、治療の苦痛に対

する精神的支援】【家族の中での生きがい】

などといった精神的側面の支援を家族に求め

る内容のものが多く語られていた。永松は、

肝がん患者の闘病継続力について、 身体症

状の自覚の有無と、闘病継続力との関係は確

認されなかった ）ことを明らかにしている。

患者は、肝がんに特有である同じ治療が、長

期間に渡って継続することから、治療の流れ

を理解し、副作用への対処法なども身につい

てはいる。しかし、その闘病生活を支持する
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基盤である精神的側面の支援を家族に求めて

いることが明らかになった。

由来肝硬変・肝がん患者の病みの経

験において、内田は、 患者の生の確かさは

再発の告知や治療の成功の体験のたびに［進

行してしまう病気を認めるしかないという思

い］を中心に、［治療によって繰り返し継ぎ足

されていく命］と［死は仕方のないこととあき

らめようと思う］の間を、終末期になっても

振り子のように揺れ動いている ） ことを明

らかにしている。また、山中は、 肝がん患

者は、家族の中で自分の役割が明確になった

とき、そこに生きる意味を見い出し、生きる

ためのセルフケア行動を起こすのではない

か ） という。本研究においても、【家族の

中での自己役割の認識】というカテゴリーが

導出されたことから、患者は、【家族の一員

である安心感】【家族の中での生きがい】と

いう支援を家族に求めながらも、受け身だけ

ではなく、患者自身も家族へ何かを与える存

在でありたいという思いを抱いていることが

明らかになった。家族は、患者が闘病生活の

場である家庭のなかで、患者自身が自己の存

在意義を感じることができるように働きかけ

ることが重要である。

そして、患者が肝がん進行、加齢が進むと、

家族は身体的側面の役割を担う比重が大きく

なることが予想される。また、患者は、常に

揺れ動く心理状態にあることから、精神的側

面の支援と身体的側面の支援は、相互に関連

しており、本研究で導出されたカテゴリーに

対して、優先順位をつけることは難しいと考

えられる。患者は、自身をとりまく状況に合

わせて家族から受ける支援の内容や方法を変

える必要性がある。臨床看護師（以降 看護

師 という。）は、患者が効果的に家族から

の支援を受けることができるように、患者に

対する支援だけではなく、家族の中での患者

自身の役割行動も適切であるか見直すことが

重要である。

．患者・家族に対する看護介入の視点

肝がんの治療、特に非代償期における肝が

ん治療は、短期入院で行われる。看護師は、

治療後の身体的苦痛の援助を中心に看護介入

をしていることが多い。そして、患者は自立

していることが多く、家族の付き添いや、面

会が少ないことから、看護師は、家族と接触

する機会が少ない。しかし、肝がんは慢性的

経過を辿りながらも、徐々に進行していくこ

とから、いずれ看護師は、家族と患者の支援

について相談しなければならなくなる。看護

師は、患者から入院までの経過の情報を収集

する際に、家族との関係性や支援体制などの

現状を聞き、患者が、家族により多くの支援

を必要とした時に、予測できる問題などをあ

らかじめ患者、家族と相談しておくことが重

要である。看護師は、患者の病状の経過に気

をとられがちであるが、患者が危機迫る状況

になってから、また患者から支援を依頼され

てから家族と関わるのではなく、早期から患

者と家族の関係性に視点を置き、積極的に家

族とコミュニケーションを図り、家族間で良

好な支援遂行が果たせるよう努める必要があ

る。

【結 論】

．長期にわたって闘病生活をしている肝が

ん患者は、家族に対して精神的側面の支援

を求めていた。

．肝がん患者は、自分自身が家族の一員と

しての存在意義を感じること、家族内の役

割を認知できるように、家族に支援してほ

しいと思っている。

．肝がん患者が家族に求める支援は、身体

的側面と精神的側面が相互に関連している

ため、患者自身の状況に合わせて、家族か

肝がん患者が語る闘病生活に対する家族の支援（安川・藤田）



らの支援を見直す必要がある。

．臨床看護師は、肝がん患者と家族の関係

性について、入院早期から情報収集し、患

者と家族の間で起こりうる問題を予測し、

患者・家族と共に対応を考えておく必要が

ある。
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